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1.10 放射性気体廃棄物の処理・管理 

＜１～４号機＞ 

○ 気体廃棄物の放出量の抑制 

   気体廃棄物については，放射性物質を内包する建屋等の閉じ込め機能を回復するこ

とを目指し，内包する放射性物質のレベルや想定される放出の程度に応じて，放出抑

制を図る。 

○ 適切な処理・管理 

各建屋において原子炉格納容器ガス管理設備において処理を行い，放出される放射

性物質の低減を図る。気体廃棄物の環境中への放出にあたっては各建屋で放出監視を

行い，厳重に管理するが，更に発電所全体として異常がないことを確認するため，周

辺監視区域境界及び周辺地域において空間放射線量率及び環境試料の放射能の監視を

行う。 

○ 敷地周辺の線量を達成できる限り低減 

 上記を実施し，継続的に改善することにより，放射性気体廃棄物からの敷地周辺の

線量を達成できる限り低減する。 

 

  詳細は，下記の項目を参照。 

Ⅲ.3.2.1 

 

＜５・６号機＞ 

○ 放射性気体廃棄物の放出量の抑制，適切な処理 

５・６号機の原子炉建屋常用換気系は，建屋の給排気ケーシング内に設置された高

性能フィルタにより放射性物質を除去する。 

○ 適切な管理 

放射性気体廃棄物の環境中への放出にあたっては主排気筒放射線モニタで放出監視

を行い，厳重に管理するが，更に発電所全体として異常がないことを確認するため，

周辺監視区域境界及び周辺地域において空間放射線量率及び環境試料の放射能の監視

を行う。 

○ 敷地周辺の線量を達成できる限り低減 

 上記を継続的に実施し，放射性気体廃棄物からの敷地周辺の線量を達成できる限り

低減する。 

 

  詳細は，下記の項目を参照。 
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